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現
在
、
市
町
村
合
併
が
全
国
的
に
進
む
中
、
姉
妹

都
市
で
も
あ
る
長
野
県
木
曽
郡
山
口
村
の
閉
村
式
典

が
２
月
８
日
、
山
口
村
村
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
田
中
長
野
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
関
係

者
と
と
も
に
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
山
口
村
の
加
藤
村
長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
言
葉

で
言
い
尽
く
せ
な
い
寂
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。

あ
り
が
と
う
長
野
県
、
さ
よ
う
な
ら
山
口
村
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
将
来
の
村
の
行
く
末
を
考

え
た
時
、
越
県
合
併
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
さ
れ
た

こ
と
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
が
従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な

発
想
で
将
来
を
確
保
す
る
と
い
う
必
要
性
を
実
感
い

た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
町
の
財
政
状
況
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

町
税
収
入
の
減
収
な
ど
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
将
来
の
財
政
収
支
状
況
を
見
定
め
計
画
的
な

財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
第
３
次
行
政
改
革
を
積
極
的

に
進
め
、
こ
の
難
局
を
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
乗
り
越
え
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

既
に
、
行
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
人
件
費

の
削
減
、
前
例
や
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
事
務
事
業

の
見
直
し
を
行
い
、
経
常
経
費
の
抑
制
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
、
人
件
費
の
削
減

に
向
け
た
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
図
書

館
・
運
動
公
園
の
公
共
施
設
や
保
育
園
・
幼
稚
園
な

ど
の
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
総
職
員
数
の
削

減
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
事
務
事
業
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
今
後
の
事
業
展
望
や
将
来
の
財
政
負
担
・
効
率
性

を
考
え
事
業
の
更
な
る
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
補
助
金
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
、
新
た
な
認

定
・
交
付
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
を
再

構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
使
用
料
や
利

用
料
な
ど
に
つ
い
て
適
正
な
受
益
者
負
担
を
検
討
し

歳
入
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
財
政
を
取
り
巻
く
非
常
に
厳
し
い

環
境
の
中
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の

意
識
改
革
や
資
質
の
向
上
が
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
政
策
立
案
や
課
題
解
決
な
ど
の
能
力
向
上

に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
事

評
価
制
度
に
よ
り
職
員
個
々
の
業
績
及
び
能
力
を
評

価
し
人
材
の
育
成
や
組
織
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
の
「
前
期
基
本
計
画
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
大
変
重
要
な
年
度
で
あ
り
、

ま
た
、
大
磯
港
を
拠
点
と
し
た
「
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
」
、
「
旧
野
村
研
修
所
跡
地
の
活
用
」
、
「
防
災

対
策
」
な
ど
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
大
き

な
事
業
や
重
要
な
課
題
も
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
迅
速
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
整
備
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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　三澤町長は、3月1日の町議会本会議において「施政方針」
演説を行い、平成１７年度の町政運営の基本的な考え方として、
第三次総合計画に基づく各種施策を進めていくとともに、厳
しい財政状況のなか、引き続き、行財政改革に積極的に取り
組み財政健全化に努め、町民・事業者・行政が一体となり、
まちづくりを行う考えを示しました。
　なお、「施設方針」の全文については、町民情報コーナー、
ホームページで閲覧できます。

◎問い合わせ　企画室　　内線229

町
政
運
営
の
方
針

町
政
運
営
の
方
針
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平成１７年度の主な事業

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現のために
町の指針である、第三次総合計画（平成8年度～平成17年度）の5つの施策の大綱に基づき、

平成17年度の主な事業を分類し、紹介します。

健康で安心してくらせるふれあいのまち

地域防災計画改訂事業 3,000千円
救急救命士養成事業 3,042千円
消防緊急通信指令装置借上事業 33,504千円
消防専用無線設備改修事業 6,000千円
除細動器用訓練器購入事業 210千円
精神保健福祉相談員雇用事業 1,144千円
障害者医療費助成事業（新：精神障害者） 111,730千円
障害者支援費支給事業 231,418千円
大磯町戦没者追悼事業 1,122千円
町営住宅建替事業 5,200千円
敬老事業（敬老祝金） 13,281千円
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定 1,828千円
老人福祉施設整備費補助事業 1,000千円
放課後児童健全育成事業 8,314千円
子育て支援センター開設 7,969千円
児童手当・児童扶養手当事業 106,541千円
小児医療費助成事業 38,704千円

救急医療事業 20,238千円
国民健康保険事業特別会計繰出金 250,471千円
老人保健特別会計繰出金 207,851千円
介護保険事業特別会計繰出金 287,373千円
人権・同和対策事業 3,947千円
姉妹都市国際交流事業 360千円
男女共同参画推進事業 415千円
消費生活相談窓口統合事業 1,056千円
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1
新

新

新
新

新
新
新

新

新

豊かな自然と歴史が調和した風格あるまち

生活交通確保対策事業 12,442千円
町道等整備事業（７件） 37,368千円
狭あい道路整備事業 88,496千円
まちづくり基本計画策定事業 2,000千円
公共下水道整備事業 972,377千円
下水道事業特別会計繰出金 473,235千円
旧野村研修所跡地の活用検討 1,300千円
みどり基金積立事業 1,036千円
大磯港再整備事務事業 165千円
景観づくり事業 351千円
ごみ処理事業 482,675千円
ごみ分別・減量化推進事業 2,882千円
し尿処理事業 89,694千円

2

新

生産性豊かな活力あるまち

商工業活性化対策事業 3,772千円
勤労者金融対策・生活資金預託事業 30,000千円
中小企業金融対策資金預託事業 30,000千円
町観光協会補助金 15,694千円
鴫立庵改修事業 2,300千円
町営照ヶ崎プール施設改修事業 3,000千円
農道等整備事業（１件） 12,210千円
市民農園事業（生きがい農園と統合） 197千円
畜産振興事業 1,512千円
漁業振興事業 695千円

4

新
新

町民参加で発展するまち

高度情報化推進事業 4,431千円
町議会放映委託料 1,418千円
電子計算機維持借上事業 53,532千円
電子入札システム導入事業 3,396千円

5

新

心豊かな教育と香り高い文化をはぐくむまち

文化祭開催事業 2,291千円
文化推進事業（こゆるぎコンサート） 207千円
町史編さん事業（「資料編近現代３」発刊） 11,183千円
部活動地域指導者講師謝金 775千円
大磯中学校１・２号館耐震・改修事業 206,387千円
OISOチャレンジフェスティバル２００５事業 1,500千円

3

新

大磯中学校２号館

子育て支援センター







　
町
で
は
、
障
害
者
福
祉
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
″障
害
の
あ
る
人

も
障
害
の
な
い
人
も
地
域
の
な
か
で

支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
″
を
基
本
理
念
と
す
る
「
大
磯
町

障
害
者
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
国
や
県
の
制
度
改
正
に

も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
本
計
画

を
着
実
に
推
進
し
、
障
害
者
の
自
立

支
援
や
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
福
祉
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
計
画
は
、
町
役
場
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
課
窓
口
、
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

　

計
画
の
概
要

○
計
画
の
趣
旨

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

各
種
施
策
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を

よ
り
一
層
進
め
、
障
害
者
施
策
の
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
計
画
の
期
間

　
平
成
17
年
度
〜
26
年
度
（
10
年
間
）

　

具
体
的
な
事
業
の
展
開

○
自
立
支
援
体
制
の
推
進

・
障
害
福
祉
の
拠
点
と
な
る
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
を
図

り
ま
す
。

・
障
害
者
の
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相

談
に
応
じ
る
、
障
害
者
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

・
支
援
費
制
度
に
基
づ
く
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
施
設
入
所
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
を
図
り
ま
す
。

○
社
会
参
加
の
促
進

・
障
害
児
を
対
象
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

・
雇
用
・
就
労
に
向
け
て
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
を
図
り
ま
す
。

・
各
種
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

参
加
支
援
を
図
り
ま
す
。

○
障
害
福
祉
環
境
の
整
備

・
障
害
者
と
町
民
の
交
流
を
図
る
機

会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

・
公
私
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
障

害
者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

・
災
害
時
の
障
害
者
へ
の
支
援
体
制

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
障
害
者
を
含
む
全
て
の
住
民
の
尊

厳
を
守
る
た
め
に
人
権
意
識
の
啓

発
に
努
め
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　（
73
）４
５
３
０
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障
害
の
あ
る
人
も
障
害
の
な
い
人
も
地
域
の
中
で
支
え
合
い
、
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

大磯町障害者福祉計画　施策・事業の体系大磯町障害者福祉計画　施策・事業の体系

計
画
の
基
本
理
念

計
画
の
基
本
理
念

計
画
の
基
本
理
念

３つの３つの
基本目標基本目標
３つの
基本目標 施策・事業の体系

１．住み慣れた地
　　域で自立して
　　安心して暮ら
　　せるまち

２．いきいきと社
　　会参加できる
　　まち

３．支え合い、共
　　に生きるまち

（１）総合的な障害者相談支援体制の充実
（２）自立支援の推進
（３）生活環境の充実
（４）保健・医療サービスの充実
（５）経済的支援の充実

（１）障害児支援の充実
（２）障害者の雇用・就労の促進
（３）スポーツ・文化活動への参加

（１）障害への理解と交流
（２）地域ぐるみの福祉ネットワークの整備
（３）障害者等の災害に弱い立場の人への
　　　防災対策
（４）福祉のまちづくり
（５）権利擁護の推進

自
立
支
援
体
制
の
推
進

社
会
参
加
の
促
進

障
害
福
祉
環
境
の
整
備



　
平
成
17
年
度
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
等
助
成
金
の
対
象
者
・
支
給
金
額

及
び
支
給
方
法
等
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
（
左
表
参
照
）
。

　
助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
ま
た
は
母
、

養
育
者
の
方
は
、
次
に
よ
り
申
請
が

必
要
で
す
。

○
申
請
方
法

　
５
月
10
日（
火
）〜
31
日（
火
）の
間

に
、
子
育
て
介
護
課
窓
口
に
申
請
書
・

添
付
書
類
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
銀
行
の
口
座
番
号

・
対
象
者
と
確
認
で
き
る
も
の
（
児

童
扶
養
手
当
証
書
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
事
業
医
療
証
等
）

・
在
学
を
証
明
で
き
る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
）

○
支
給
方
法

　
所
得
等
の
審
査
後
、
該
当
す
る
申

請
者
に
対
し
て
、
銀
行
振
り
込
み
に

よ
り
支
給
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
　
内
線
３
０
５
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対 象 者

申 請 者

申 請 ・
支給方法

所得制限

支給金額

改 正 前

ひとり親家庭等

改 正 後

１世帯につき１万円
（年額）

ひとり親家庭等の
父・母

民生委員・児童委員
の確認後、民生委員
・児童委員より支給

なし

ひとり親家庭等の
18歳未満の子
児童扶養手当で一部
停止・全部停止になっ
ている世帯は、該当
しません。

ひとり親家庭等の父・
母・養育者

小学校入学時３万円

中学校入学時３万円

高等学校入学時３万円

子育て介護課窓口で申
請、支給決定後銀行振
り込みにより支給

あり
詳細は、お問い合わ
せください。

町 職 員 人 事 異 動 （４月１日付）

二挺木　洋二

岩崎　侯橘

柳川　正夫

島村　行成

鈴木　一男

今井　　正

増尾　克治

岩田　隆吉

飯田　　隆

柳川　　孝

加藤　和男

杉山　賢治

穂坂　　優

戸村　豊茂

山口　芳弘

熊澤　　久

沼田　千惠三

内谷　啓子

高橋　冨美子

瀬川　　健

山田　満紀

原　　俊清

山口　章子

角田　孝志

早崎　　薫

岩崎　俊一

大隅　則久

服部　　昭

石井　道朗

本城　邦彦

高沢　研司

林　　正人

杉山　勝美

鈴木　　孝

■部長級
参事（政策推進・企画担当）

参事（防災・地域推進担当）

（町民福祉部地域協働課長兼務）

町民福祉部長

監査委員事務局事務局長

教育委員会教育次長

消防本部消防長

■課長級
企画室長

企画室政策推進担当主幹

総務部総務課長

（選挙管理委員会事務局書記長兼務）

町民福祉部町民課長

町民福祉部防災対策担当主幹

町民福祉部福祉課長

（ふれあい会館館長兼務）

（福祉センター所長兼務）

（障害福祉センター所長兼務）

町民福祉部子育て介護課長

（世代交流センター所長兼務）

環境経済部経済観光課長

都市整備部都市整備課長

教育委員会学校教育課長

みずほ小学校校長

教育委員会学校教育課主幹

（大磯幼稚園園長兼務）

（小磯幼稚園園長兼務）

教育委員会学校教育課主幹

（国府幼稚園園長兼務）

（月京幼稚園園長兼務）

教育委員会生涯学習課長

（生涯学習館館長兼務）

（郷土資料館館長兼務）

消防本部消防次長

（消防総務課長兼務）

■副主幹級
企画室政策推進担当副主幹

総務部総務課副主幹

総務部税務課副主幹

町民福祉部町民課副主幹

町民福祉部地域協働課副主幹

町民福祉部福祉課副主幹

都市整備部都市整備課副技幹

都市整備部まちづくり課副主幹

会計課副主幹

教育委員会学校教育課副主幹

国府中学校生沢分校

教育委員会生涯学習課副主幹

教育委員会郷土資料館副主幹

　

企画室長

参事（防災対策担当）

参事（行政改革・企画政策担当）

総務部総務課長

町民福祉部福祉課長

（ふれあい会館館長兼務）

（福祉センター所長兼務）

（障害福祉センター所長兼務）

教育委員会教育次長

総務部総務課副主幹

都市整備部まちづくり課副主幹

都市整備部都市整備課長

環境経済部経済観光課長

町民福祉部子育て介護課長

（老人福祉センター所長兼務）

総務部税務課主幹

選挙管理委員会事務局書記長

町民福祉部町民課長

教育委員会生涯学習課長

（生涯学習館館長兼務）

国府中学校

教育委員会学校教育課長

教育委員会学校教育課主幹

（国府幼稚園園長兼務）

（月京幼稚園園長兼務）

教育委員会学校教育課主幹

（大磯幼稚園園長兼務）

（小磯幼稚園園長兼務）

町民福祉部地域協働課長

監査委員事務局事務局長

町民福祉部地域協働課副主幹

都市整備部下水道課副主幹

環境経済部環境美化センター主幹

教育委員会図書館副主幹

環境経済部経済観光課副主幹

町民福祉部子育て介護課主査

環境経済部環境美化センター副技幹

都市整備部都市整備課副主幹

町民福祉部町民課副主幹

大磯中学校

教育委員会学校教育課副主幹

教育委員会生涯学習課主査

消防本部消防総務課長

退　職　者 （３月３１日付）

◎問い合わせ　総務課　　内線210

※副主幹以上

三好　正則

仲出川　松雄

武藤　清治

真壁　孝久

中村　もと子

町民福祉部長

消防本部消防長

教育委員会郷土資料館館長

消防本部消防総務課主幹

町民福祉部子育て介護課副主幹

新 旧氏　名 新 旧氏　名

氏　名 旧



　
高
　
　
麗
　
　

片
　
野
　
佳
　
正

　
東
　
　
町
　
　

草
　
薙
　
精
　
一

　
長

者

町
　
　

関
　
野
　
恭
　
巨

☆
山

王

町
　
　

伊
集
院
　
兼
　
重

　
神

明

町
　
　

関
　
野
　
好
　
一

☆
北

本

町
　
　

出
　
縄
　
政
　
美

　
北
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岩
　
田
　
全
　
弘

　
南

本

町
　
　

宮
　
代
　
泰
　
知
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南

下

町
　
　

茅
之
間
　
武
　
久

　
茶

屋

町
　
　

渡
　
邉
　
武
　
美

　
裡
　
　
道
　
　

原
　
田
　
繁
　
雄

☆
台
　
　
町
　
　

峠
　
　
　
龍
　
幸

　
西
小
磯
東
　
　

加
　
藤
　
敏
　
夫

　
西
小
磯
西
　
　

渡
　
辺
　
　
　
正

☆
中
　
　
丸
　
　

鈴
　
木
　
　
　
馨

　
馬
　
　
場
　
　

依
　
田
　
勝
　
也

☆
国
府
新
宿
　
　

清
　
田
　
武
　
昶

　
月
　
　
京
　
　

後
　
藤
　
　
　
勲

☆
生
　
　
沢
　
　

二
　
宮
　
勇
　
治

☆
寺
　
　
坂
　
　

須
　
藤
　
一
　
男

☆
虫
　
　
窪
　
　

土
　
方
　
重
　
治

☆
黒
　
　
岩
　
　

守
　
屋
　
廣
　
一

☆
西

久

保
　
　

只
　
埜
　
矩
　
巳

☆
石

神

台
　
　

高
　
橋
　
　
　
是

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
３
６

　
５
月
か
ら
毎
週
、
左
記
の
町
立
幼

稚
園
４
園
を
施
設
開
放
し
ま
す
。

　
ま
た
、
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方
が
幼
稚
園
の
先
生
と
一

緒
に
活
動
す
る
体
験
入
園
も
、
毎
月

１
回
開
催
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
気
軽
に
、
最
寄
り
の
幼
稚

園
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
開
放
日

　
（
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
中
）

○
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
　（
61
）０
５
０
５

○
小
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
　（
61
）４
０
９
３

○
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
　（
71
）０
５
４
９

○
月
京
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
　（
71
）３
０
５
０

※
体
験
入
園
に
つ
い
て
は
、
各
園
で

日
程
表
を
渡
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
学
校
教
育
課
　
　
内
線
３
２
７

　
町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

町
の
豊
か
で
美
し
い
郷
土
を
守
り
、

さ
ら
に
清
潔
で
住
み
よ
い
自
然
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
公
園
や
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
、
海
岸
な
ど
公
共
の
場

の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
、
環
境
美
化

の
啓
発
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
各
種
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
清
掃
区
域
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
ご
と
に
清
掃
区
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
各
自
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
は
29
日（
日
）に
延
期

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

8

花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
行政境～大磯保育園下
大磯保育園下 ～ 北下歩道橋下
北浜歩道橋下 ～ 照ヶ崎防波堤
照ヶ崎防波堤 ～ 鴫立川
鴫立川 ～ 大磯中学校西地下道
大磯中学校西地下道 ～ 白岩神社下地下道
白岩神社下地下道 ～ 小磯幼稚園下地下道
小磯幼稚園下地下道 ～ 西小磯老人憩いの家下地下道
西小磯老人憩いの家下地下道 ～ 不動川
不動川 ～ ロングビーチ駐車場西側下
ロングビーチ駐車場西側下 ～ ロングビーチテニスコート下地下道
ロングビーチテニスコート下地下道 ～ 行政境
不動川・馬場公園
御嶽神社・鷹取神社参道
八坂神社とその周辺
下田・富士見平（虫窪地区）
黒岩公民館・池之神社とその周辺
西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
月京児童館・国府小学校付近道路・不動川河川敷
石神台町内公園とその周辺
大磯駅前広場及びその周辺

1
2
3
4
5
6
7
8
9
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

各地区

（ ）☆印は、新しく代表に
なられた方です。敬称略

代表者が
決まりました。

町内会・町内会・
自治自治会の

町内会・町内会・
自治自治会の

町内会・
自治会の

清掃区 清　掃　区　域

5
月
２２
日（
日
）
午
前
7
時
か
ら

美
化
美
化

び

か

び

か

　
町
で
は
、
４
月
１
日
受
診
分
か
ら

精
神
障
害
の
方
へ
の
通
院
医
療
費
の

助
成
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
対
象
に
な
る
方
は
、
本
町
に
在
住

し
、
精
神
の
障
害
の
た
め
に
医
療
機

関
へ
通
院
し
、
保
険
適
用
医
療
を
受

診
し
た
方
で
す
。

　
助
成
の
額
は
、
医
療
費
の
５
％
に

当
た
る
自
己
負
担
分
に
な
り
ま
す
。

　
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関

の
領
収
書
と
保
険
証
の
写
し
、
印
鑑

及
び
郵
便
局
以
外
の
預
金
口
座
が
わ

か
る
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
又
は
福
祉
課
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　（
73
）４
５
３
０

2～１３は
海岸清掃



　
大
地
震
に
備
え
て
自
宅
を
耐
震
化

し
て
も
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
生
活

に
欠
か
せ
な
い
家
具
も
大
地
震
が
発

生
す
る
と
、
危
険
な
凶
器
に
変
わ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
運
良
く
怪
我
を
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
ド
ア
を
ふ
さ
い
で
逃

げ
道
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
対
策
と
し
て
は
、
Ｌ
型
や
チ
ェ
ー

ン
タ
イ
プ
の
金
具
で
固
定
し
た
り
、

天
井
と
の
距
離
が
近
い
と
き
は
突
っ

張
り
棒
タ
イ
プ
の
も
の
で
固
定
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ラ
ス
の
破
損
の
対
策
と

し
て
食
器
戸
棚
や
窓
ガ
ラ
ス
に
は
飛

散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
張
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１

　
3
月
30
日（
水
）、
大
磯
警
察
署
に

お
い
て
、
地
域
の
防
犯
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
石
神

台
の
防
犯
団
体
「
石
神
台
ガ
ー
デ
イ

ア
ン
」
が
県
警
察
本
部
長
か
ら
防
犯

活
動
功
労
団
体
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
石
神
台
ガ
ー
デ
イ
ア
ン
」
は
石

神
台
自
治
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、

昨
年
の
４
月
に
発
足
し
、
昼
間
と
夜

間
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
に
防
犯
ポ
ス
タ
ー

や
の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て
不
審
者
通

報
を
呼
び
掛
け
た
り
、
自
治
会
員
に

よ
る
夜
間
門
灯
点
灯
に
よ
り
、
防
犯

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

石
神
台
ガ
ー
デ
イ
ア
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.g
e
o
citie

s.jp
/

te
n
ip
o
n
2
0
0
4
/

）

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

●
い
け
が
き
設
置
奨
励
事
業

　
緑
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
地
震
等

に
よ
る
防
災
に
役
立
て
て
い
く
た
め

に
、
い
け
が
き
を
設
置
す
る
場
合
に

助
成
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
設
置
基
準
】

・
住
宅
を
目
的
と
し
た
土
地
で
、
公

道
に
面
し
た
総
延
長
が
５
メ
ー
ト

ル
以
上
あ
る
こ
と

・
樹
木
の
種
類
は
、
町
が
推
奨
す
る

も
の

※
そ
の
他
、
詳
細
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
補
助
金
額
】

　
い
け
が
き
の
延
長
が
１
メ
ー
ト
ル

に
つ
き
２，

０
０
０
円
（
限
度
額
は

４
万
円
ま
で
）

●
み
ど
り
基
金

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
な
ど
の
た
め
、

町
か
ら
の
出
資
金
や
基
金
の
運
用
か

ら
生
じ
る
収
益
金
、
町
民
・
企
業
・

団
体
か
ら
の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て

積
み
立
て
て
い
ま
す
。

　
緑
地
の
購
入
や
保
全
に
は
大
き
な

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
花
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
、
心

の
や
す
ら
ぎ
と
美
化
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
９
つ
の
団
体
よ
り
、
道
路
や

公
園
な
ど
の
花
壇
に
き
れ
い
な
花
が

植
栽
さ
れ
、
多
く
の
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
「
花
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
団
体（
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
で
組
織
し
て
い
る

こ
と
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

●
み
ど
り
交
換
事
業

　
家
庭
に
あ
る
樹
木
を
譲
り
た
い
方

や
、
樹
木
の
取
得
を
希
望
し
て
い
る

方
へ
情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。

・
樹
木
は
移
植
可
能
な
も
の
で
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
。

・
提
供
と
取
得
に
関
す
る
情
報
は
、

指
定
の
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
庁
舎
内
に
６
ヵ
月
を
限
度
に

掲
示
し
ま
す
。

・
移
植
や
運
搬
な
ど
に
関
し
て
は
、

当
事
者
間
で
話
し
合
い
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
み
ど
り
基
金
に
寄
付

　
3
月
18
日（
金
）、
大
磯
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
（
稲
村
百
合
子
代
表
）

か
ら
、
大
磯
み
ど
り
基
金
へ
33
万
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
緑
地
を
保
全
し
て
い
く
と
と

も
に
、
緑
化
の
推
進
を
図
る
た
め
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
市
整
備
課
公
園
み
ど
り
班

　
（
運
動
公
園
管
理
棟
内
）

　
　（
61
）８
８
２
２
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家
具
転
倒
防
止

▲昼間パトロール中のようす

▲植栽のようす

表
彰
を
受
け
る

表
彰
を
受
け
る

「
石
神
台
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

「
石
神
台
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

表
彰
を
受
け
る

「
石
神
台
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」チェーン等で

固定するタイプ

緑

化

推

進

緑

化

推

進



　「
大
磯
の
風
景
」
写
真
、
秋
冬
部
門
に
は
、
28

名
か
ら
92
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
審
査
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
受
賞
作
品
は
、
町
施
設
で
展
示
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
は
広
報
等
で
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
受
賞
作
品
名
・
作
者
名
】（
敬
称
略
）

○
最
優
秀
賞
　
１
点

「
波
浪
に
挑
む
ア
オ
バ
ト
」・
千
綿
甲
子
郎
（
大

磯
町
）

○
優
秀
賞
（
順
不
同
）　
３
点

「
親
子
で
だ
ん
ご
焼
き
」・
添
田
英
治
（
二
宮
町
）、

「
駅
前
暮
色
」・
多
田
勝
顕
（
大
磯
町
）、「
か
わ

い
い
豆
ま
き
」・
倉
田
芳
江
（
東
京
都
中
野
区
）

○
特
別
賞
　
１
点

「
彼
岸
花
」・
小
西
直
茂
（
大
磯
町
）

○
入
賞
（
順
不
同
）　
10
点

「
だ
る
ま
市
」・
島
田
幸
夫
（
大
磯
町
）、「
広
大

な
る
雲
た
ち
よ
」・
白
金
正
夫
（
大
磯
町
）、「
左

義
長
の
幻
想
Ａ
」・
景
山
信
太
郎
（
平
塚
市
）、

「
公
園
の
い
こ
い
」・
増
田
淳
子
（
平
塚
市
）、「
富

士
見
平
の
景
観
」・
角
谷
光
夫
（
平
塚
市
）、「
運

命
」・
加
藤
ス
ミ
子
（
大
磯
町
）、「
北
浜
海
岸

（
日
の
出
）」・
鈴
木
英
雄
（
大
磯
町
）、「
冬
夕 

照
ケ
崎
」・
石
田
い
づ
み
（
大
磯
町
）、「
恋
人

達
の
初
日
の
出
」・
伊
藤
良
一
（
平
塚
市
）、「
秋

の
楊
谷
寺
谷
」・
楠
尚
道
（
大
磯
町
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７
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「
大
磯
の
風
景
」
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

【
秋
冬
部
門
】
の
結
果

「波浪に挑む　　　
　　　　アオバト」

千綿甲子郎

　アオバトが波浪に挑ん
で決死的に海水を吸飲す
る悲壮な姿を写したもの
です。

「親子で
　だんご焼き」
　添田英治

　９基の斉灯(サ
イト)に一斉に点
火されたが、無病
息災を祈願して親
子でだんご焼きを
する姿が印象に残
りました。

「かわいい豆まき」
倉田芳江

　女の子が豆まきをする
高来神社。巫女さんを憧
れの目で見ていた子供た
ち。大磯は子どもを大事
にしていることがよくわ
かりました。

「駅前暮色」
多田勝顕

　広告がなく近隣
の駅と一味異なる
大磯駅のたたずま
い。雪が加わり、
映画のワンシーン
のようにいとおし
い光景でした。

「彼岸花」
小西直茂

　慶林寺裏の一面
の彼岸花に感動。
大磯にこんな場所
があるとは…。

最優秀賞最優秀賞最優秀賞

優秀賞優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞優秀賞

特別賞特別賞特別賞



　
３
月
27
日（
日
）
、
西
行
法
師
ゆ

か
り
の
地
「
鴫
立
庵
」
で
、
第
48
回

大
磯
西
行
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・

短
歌
の
入
選
者
の
表
彰
を
、
ま
た
午

後
か
ら
は
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
学
年
は

表
彰
時
の
も
の
で
す
）

　
◎
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
平
塚
市
　
　
浅
沼
　
政
志

第
二
位
　
大
磯
町
　
　
廣
田
　
玲
子

第
三
位
　
茅
ヶ
崎
市
　
廣
谷
　
志
朗

第
四
位
　
横
浜
市
　
　
小
野
　
弘
雅

第
五
位
　
南
足
柄
市
　
渡
辺
　
梅
子

第
六
位
　
千
葉
市
　
　
森
本
　
和
子

　
◎
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
足
立
区
　
　
大
田
英
美
子

第
二
位
　
平
塚
市
　
　
安
冨
　
敏
子

第
三
位
　
平
塚
市
　
　
川
上
　
辰
江

第
四
位
　
大
磯
町
　
　
山
本
　
淑
子

第
五
位
　
大
磯
町
　
　
飯
田
　
ミ
ヨ

第
六
位
　
平
塚
市
　
　
三
井
せ
つ
子

　
◎
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
小
六
年
　
篠
原
萌
子

第
二
位
　
大
磯
小
六
年
　
二
宮
大
貴

第
三
位
　
国
府
小
六
年
　
菊
田
祐
介

第
四
位
　
国
府
小
六
年
　
大
野
貴
裕

第
五
位
　
国
府
小
六
年
　
宮
川
友
彦

第
六
位
　
大
磯
小
六
年
　
藤
江
葉
月

　
◎
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　

国
府
中
三
年
　

大
野
浩
太
郎

第
二
位
　

大
磯
中
三
年
　

宮
代
紗
穂
理

第
三
位
　

国
府
中
二
年
　

山
口
　
里
美

第
四
位
　

国
府
中
二
年
　

山
　
さ
く
ら

第
五
位
　

国
府
中
三
年
　

古
正
　
和
也

第
六
位
　

大
磯
中
三
年
　

佐
藤
　
友
裕

　
◎
献
詠
短
歌（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　

大
磯
中
一
年
　

仲
出
川
勇
貴

第
二
位
　

国
府
中
二
年
　

山
　
さ
く
ら

第
三
位
　

大
磯
中
一
年
　

荒
井
　
孝
太

第
四
位
　

大
磯
中
一
年
　

柳
沢
　
一
磨

第
五
位
　

大
磯
中
二
年
　

窪
田
友
香
子

第
六
位
　

大
磯
中
一
年
　

宇
野
　
香
里

　
◎
俳
句
大
会

第
一
位
　
山
下
　
道
子

第
二
位
　
柴
田
　
雅
子

第
三
位
　
今
村
　
妙
子

　
◎
短
歌
大
会

第
一
位
　
須
藤
　
ト
キ
子

第
二
位
　
山
本
　
和

第
三
位
　
飯
田
　
ミ
ヨ

　
な
お
当
日
は
、
西
行
祭
開
催

に
先
駆
け
、
第
二
十
一
世
鴫
立

庵
主
草
間
時
彦
氏
の
句
碑
除
幕

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

 

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

　
町
観
光
協
会
で
は
、
江
戸
・
明
治

期
の
大
磯
が
描
か
れ
て
い
る
浮
世
絵

を
、
絵
は
が
き
に
し
ま
し
た
。

　
絵
は
が
き
は
、
広
重
の
東
海
道
五

十
三
次
大
磯
宿
（
虎
ヶ
雨
）
と
海
水

浴
場
発
祥
の
大
磯
海
水
浴
浜
辺
景
（
海

水
浴
）
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
５
枚
を

セ
ッ
ト
に
し
た
２
組
で
、
そ
れ
ぞ
れ

１
， 

０
０
０
セ
ッ
ト
作
成
し
ま
し
た
。

▼
販
売
価
格
　
１
セ
ッ
ト
300
円

▼
販
売
場
所
　
駅
前
観
光
案
内
所

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
町
観
光
協
会

　
　（
61
）３
３
０
０
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▲左から三澤町長、鍵和田22世
　鴫立庵主、草間文彦氏



　
今
回
は
昨
年
度
、
こ
ど
も
記
者
と
し
て
取

材
・
執
筆
に
活
躍
し
、
こ
の
春
か
ら
高
校
生

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
ど
も
記
者
を
卒
業

し
た
２
名
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
編
集
長
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

な
が
ら
、
受
験
生
と
い
う
立
場
で
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り

楽
し
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
島
崎
藤
村
邸

の
取
材
。
大
磯
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
知
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
住
宅
街
の
ど
真
ん
中
に

あ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
は
、

門
を
く
ぐ
っ
た
瞬
間
に
別
の
空
間
へ
入
っ

た
よ
う
で
し
た
。
庭
の
松
が
澄
ん
だ
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
静
か
で
風
情
の

あ
る
、
と
て
も
素
敵
な
所
で
し
た
。

　
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト
を
支
援
し
て
く
だ
さ

る
方
々
と
私
達
記
者
は
、
一
つ
の
チ
ー
ム

み
た
い
で
、
毎
月
集
ま
る
会
議
で
は
常
に

笑
い
が
あ
ふ
れ
る
場
所
と
い
っ
た
感
じ
で

楽
し
い
で
す
。
最
初
は
た
め
ら
っ
た
も
の
の

今
で
は
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
林
明
子
）

　
私
は
「
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動
が
で

き
る
人
」
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
、
こ

ど
も
記
者
を
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
磯
町
に
住
ん
で
い
な
が
ら
大

磯
町
の
行
事
や
活
動
に
つ
い
て
よ
く
知
ら

な
か
っ
た
の
で
、
広
報
に
載
っ
て
い
る
行

事
に
参
加
す
る
の
は
面
白
そ
う
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
実
際
に
活
動
し
て
み
て
、
自
分
が
感
じ

た
こ
と
や
体
験
し
こ
と
を
文
章
に
し
て
皆

さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
思
っ
た
よ
り
楽
し
く
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
思
い
き
っ

て
こ
ど
も
記
者
を
や
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
熊
澤
侑
子
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
ど
も

　
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

　
５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日
で
す
。

　
裁
判
所
で
は
、
毎
年
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で
の
一
週
間
を
「
憲
法
週
間
」
と
し
て
、
講
演

会
や
無
料
法
律
相
談
な
ど
の
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
中
か
ら
無
作
為

に
選
ば
れ
た
（
町
の
選
挙
人
名
簿
か
ら
選
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
す
）
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加

し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行
う
制
度
を
い

い
、
遅
く
と
も
平
成
21
年
５
月
ま
で
に
始
ま
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く

て
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
全
国
の
裁
判
所
で
行

わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念
行
事
で
は
、
裁
判
員
制

度
を
テ
ー
マ
に
し
た
催
し
も
企
画
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
催
し
・
裁
判
員
制
度
の
ご
案
内

　
最
高
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.courts.go.jp

）

か
ら
各
裁
判
所
の
「
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
憲
法
週
間
に
あ
わ
せ
、
ビ
デ
オ
上

映
を
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

・
上
映
作
品
…
『
裁
判
員
〜
決
め
る
の
は
あ
な

た
』
（
石
坂
浩
二
、
岩
崎
ひ
ろ
み
等
出
演
）

・
と
き
…
５
月
６
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜

　
（
上
映
時
間
は
約
２
時
間
で
す
）

・
と
こ
ろ
：
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

◎
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）
　

　
　
内
線
２
１
１

　
虐
待
に
関
す
る
通
報
を
町
役
場
子
育
て
介
護

課
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
今
ま
で
は
県
児
童
相
談
所
で
対
応
し
て
い
ま

し
た
が
、
法
律
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
町
で

も
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
虐
待
は
早
期
に
発
見
し
、
早
期
に
対
応
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
虐
待
に
関
す
る
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
緊
急
の
場
合
や
、
夜
間
の
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
中
央
児
童
相
談
所
へ
直
接
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
県
中
央
児
童
相
談
所

　
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
）

　
　
０
４
６
６（
84
）１
６
０
０

　
（
午
後
８
時
か
ら
午
前
９
時
ま
で
）

　
　
０
４
６
６（
83
）５
５
０
０

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
５

12

▲島崎藤村邸で
　風情を楽しむ林さん

▲キャンドルを作る
　熊澤さん
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『
大
磯
町
史
研
究
』

　
　
第
十
二
号
を
刊
行

　
町
史
編
さ
ん
の
関
連
図
書
と
し

て
『
大
磯
町
史
研
究
』
第
十
二
号

を
３
月
末
に
刊
行
し
ま
し
た
。

　
町
史
研
究
は
、収
集
さ
れ
た
資

料
や
町
史
編
集
過
程
で
え
ら
れ
た

研
究
テ
ー
マ
を
町
史
執
筆
委
員
な

ど
が
ま
と
め
た
冊
子
で
す
。
今
回
は
、

「
旧
大
磯
町
・
国
府
町
合
併
50
周
年

記
念
号
」
と
し
て
ペ
ー
ジ
を
増
や

し
、巻
末
に
「
合
併
50
年
の
あ
ゆ
み
」

と
し
て
年
表
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
の
年
表
は
、
昨
年
12
月
発
行

の
広
報
お
お
い
そ
記
念
特
集
号
の

年
表
を
詳
細
に
し
た
も
の
で
す
。

論
文
は
各
分
野
に
わ
た
っ
て
い
て
、

昭
和
21
年
の
大
磯
町
決
算
表
の
考

察
や
、
合
併
前
の
旧
大
磯
町
で
の

芸
術
教
育
、
鷹
取
山
と
鷹
取
神
社
、

ウ
ミ
ガ
メ
漂
着
の
近
況
、
祗
園
塚

遺
跡
Ｌ
地
点
の
発
掘
調
査
、
新
た

に
発
見
さ
れ
た
高
麗
寺
日
記
断
簡

の
紹
介
、
大
磯
の
酒
造
業
を
収
め

て
い
ま
す
。
体
裁
は
Ａ
５
版
・
142

ペ
ー
ジ
で
、
価
格
は
400
円
で
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
刊
行
し
た
図
書

は
次
の
と
お
り
で
す
。
図
書
館
・

役
場
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
刊
行
し
た
町
史
と
そ
の
関
連
図
書

＊
町
史
１
資
料
編
　
古
代
・
中
世
・

　
近
世
　

＊
町
史
２
資
料
編
　
近
世
　

＊
町
史
３
資
料
編
　
近
現
代
　

＊
町
史
４
資
料
編
　
近
現
代
　

＊
町
史
６
通
史
編
　
古
代
・
中
世

　
・
近
世

＊
町
史
８
別
編
　
民
俗

＊
町
史
９
別
編
　
自
然

　
　
　
　
　
（
各
４，
０
０
０
円
）

＊
民
俗
調
査
報
告
書
一
〜
五

（
一
・
二
は
各
１，
０
０
０
円
、

　
三
〜
五
は
各
１，
７
０
０
円
）

＊
町
史
研
究
第
二
〜
十
一
号

（
創
刊
号
は
品
切
れ
、
二
〜
三
号

は
各
500
円
、
四
〜
十
一
号
は
各

600
円
）

＊
町
史
新
聞
記
事
目
録
第
一
集

（
500
円
）

＊
大
磯
町
内
に
分
布
す
る
更
新
統

二
宮
層
産
の
化
石
（
700
円
）

＊
別
編
自
然
デ
ー
タ
集
（
700
円
）

　
購
入
を
希

望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
町

民
課
・
図
書

館
・
国
府
支

所
・
郷
土
資

料
館
・
書
店

組
合
加
盟
の

町
内
業
者
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
の
場
合
は
別
途
送
料
が
か

か
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
図
書
館
（
町
史

編
さ
ん
班
）
　
　（
61
）３
０
０
２

教
養
講
座
「
吉
田
茂
と
そ
の

　

住
ま
い
―
ふ
た
た
び
―
」

　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

　
前
年
度
と
同
様
の
企
画
で
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　
講
義
「
大
磯
を
愛
し
た
宰
相
吉

田
茂
」
で
、
大
磯
町
の
名
誉
町
民

で
あ
る
吉
田
の
政
治
・
外
交
・
歴

史
に
対
す
る
考
え
方
や
旧
吉
田
邸

に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、
大
磯

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
別
館
旧
吉
田
邸

を
見
学
し
ま
す
。

○
と
き
・
と
こ
ろ
　
５
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
〜
２
時
、
大
磯
町
立

図
書
館
２
階
大
会
議
室
に
て
講

義
。
数
班
に
分
か
れ
バ
ス
で
移

動
し
、
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

ま
で
旧
吉
田
邸
を
見
学
。

○
講
師
　
柴
田
紳
一
さ
ん
（
国
学

院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
助
教

授
・
財
団
法
人
吉
田
茂
国
際
基

金
評
議
員
、
共
著
『
人
間
吉
田

茂
』
『
吉
田
茂
書
翰
』
な
ど
）

○
定
員
　
一
般
90
名
（
申
込
み
が

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

○
申
込
み
　
往
復
は
が
き
の
往
信

用
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

（
１
枚
に
つ
き
１
名
）
を
記
入

し
、
返
信
用
宛
先
に
申
込
み
者

の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

図
書
館
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
締
切
り
は
５
月
９
日（
月
）

消
印
有
効
で
す
。

・
宛
先
　
大
磯
町
立
図
書
館

（
〒
255
―

０
０
０
３
　
大
磯
町
大

　
磯
992
）

○
入
場
券
の
送
付
　
申
込
み
さ
れ

た
方
に
は
、
５
月
13
日
（
金
）

以
降
、
返
信
用
は
が
き
に
よ
る

入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。
抽
選

に
な
っ
た
場
合
は
、
当
選
さ
れ

た
方
に
は
入
場
券
を
、
選
に
も

れ
た
方
に
は
そ
の
旨
の
お
知
ら

せ
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
企
画
は
財
団
法
人

吉
田
茂
国
際
基
金
の
後
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

※
見
学
時
の
班
分
け
は
入
場
券
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
班
に
よ
り
終

了
時
刻
が
異
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館
　
　（
61
）３
０
０
２

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
大
磯
写
撮
会

″富
士
山
の
あ
る
風
景
″
写
真
展

○
と
き
　
５
月
25
日（
水
）〜
６
月

７
日（
火
）平
日
は
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日

は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

50
分
、
最
終
日
は
午
前
中
の
み

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

○
内
容
　
写
真
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
坂
本
　
　（
61
）４
６
８
５
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

　
こ
こ
20
年
程
で
子
ど
も
た
ち
の

就
寝
時
間
が
遅
れ
、
「
夜
更
か
し
」

の
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査

で
は
、
３
歳
児
の
２
人
に
１
人
が

22
時
以
降
に
就
寝
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、学
校
で
寝
不
足
を
感
じ
た
り
、

午
前
中
に
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
い
る
子

ど
も
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
夜
更
か
し
を
す
る
と
朝
起
き
る

の
も
遅
く
、
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム

全
体
が
遅
れ
、
「
遅
寝
・
遅
起
き
」

の
習
慣
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
子
ど
も
に
と
っ
て
睡
眠
は
、
昼

間
体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
整
理
し

て
記
憶
と
し
て
残
す
役
割
や
、
成

長
に
欠
か
せ
な
い
ホ
ル
モ
ン
が
分

泌
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
は

食
事
と
共
に
生
活
リ
ズ
ム
の
柱
と

な
り
、
子
ど
も
の
健
康
や
成
長
へ

影
響
を
与
え
ま
す
。

①
朝
早
く
起
き
よ
う

　
夜
、
眠
く
な
い
子
を
寝
か
し
つ

け
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。
ま
ず

は
朝
早
く
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。
不
機
嫌
に
な
る
の
は

覚
悟
の
上
で
、
い
き
な
り
30
分
早

起
き
さ
せ
る
の
が
効
果
的
で
す
。

②
朝
日
を
浴
び
よ
う

　
体
温
が
低
い
朝
に
、
日
光
を
浴

び
る
こ
と
で
体
の
リ
ズ
ム
を
リ
セ
ッ

ト
で
き
ま
す
。朝
は
カ
ー
テ
ン
を
開

け
て
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。

③
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う

　
脳
が
活
動
す
る
た
め
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
起
き
て
30

分
位
す
る
と
お
腹
が
す
い
て
き
ま
す
。

ま
た
、
朝
ご
は
ん
や
夕
ご
は
ん
の

時
間
が
決
ま
っ
て
い
る
と
生
活
リ

ズ
ム
が
作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

④
昼
間
、
体
を
動
か
そ
う

　
体
を
動
か
す
と
心
地
よ
い
疲
労

感
が
得
ら
れ
、
成
長
に
必
要
な
ホ

ル
モ
ン
な
ど
が
増
加
し
ま
す
。

⑤
昼
寝
は
午
後
３
時
半
ま
で
に

　
夕
方
近
く
ま
で
昼
寝
を
さ
せ
る

と
就
寝
時
間
が
遅
く
な
り
ま
す
。

⑥
入
眠
儀
式

　
寝
る
ま
で
の
段
取
り
を
決
め
、

そ
れ
を
毎
日
繰
り
返
す
と
寝
か
し

つ
け
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
す
。

お
風
呂
↓
着
替
え
↓
歯
磨
き
↓
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
寝
る
前

の
段
取
り
を
決
め
て
お
く
と
良
い

で
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
山
下
　
　
内
線
３
０
８

　
町
で
は
、
平
成
14
年
度
に
、
「
ご

み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
ご

み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
、
平
成
16
年
度
に
「
お
お

い
そ
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
員
」
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
推
進
員
制
度
の
充
実

を
図
る
た
め
、
次
の
内
容
で
再
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
み
問
題
に
関

心
の
あ
る
町
民
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
数
　
７
名

○
応
募
資
格

①
大
磯
町
在
住
者
（
18
歳
以
上
）

②
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
等

に
関
心
の
あ
る
方

③
ご
み
問
題
に
理
解
と
意
欲
の
あ
る
方

④
平
日
で
も
参
加
可
能
な
方
（
現
在

は
月
２
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
）

○
活
動
内
容

①
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
切
な
処
理

の
普
及
啓
発
活
動

②
廃
棄
物
の
分
別
及
び
排
出
指
導

○
委
嘱
期
間
　
２
年
間

○
募
集
期
間
　
５
月
１
日
〜
５
月
31
日

○
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
ご
み
問
題
に
関
す
る
意
見
等

を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
送
付
先

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

・
郵
送
…
〒
259
―

０
１
０
３

　
大
磯
町
虫
窪
66

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
…（
71
）８
４
６
７

※
応
募
用
紙
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、

国
府
支
所
に
置
い
て
あ
る
他
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
　（
72
）４
４
３
８

　
本
年
度
か
ら
、
「
生
き
が
い
農
園
」

（
子
育
て
介
護
課
運
営
）を
「
市
民
農

園
」
（
経
済
観
光
課
運
営
）
に
統
合

し
、
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
西
小
磯
地
区
に

開
設
す
る
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
開
設
場
所

　
大
磯
町
西
小
磯
字
西
中
道

▼
募
集
区
画
　
18
区
画
（
１
区
画
の

面
積
は
約
20
　
）

▼
利
用
料
　
１
区
画
年
額
500
円

▼
利
用
開
始
予
定
　
６
月
中
旬

▼
募
集
期
間

　
５
月
２
日（
月
）〜
５
月
20
日（
金
）

※
な
お
、
16
年
度
ま
で
「
生
き
が
い
農

園
」
を
利
用
さ
れ
て
い
た
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、統
合
の
経
過
措
置
と
し
て
、

１
年
間
の
利
用
を
延
長
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
、必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽

選
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
、経
済
観
光
課
窓
口

の
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
２

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
員
を
再
募
集
し
ま
す

廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
員
を
再
募
集
し
ま
す

市
民
農
園
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
員
を
再
募
集
し
ま
す

JR東海道本線

血洗
川

八坂神
社

八坂神
社

西小磯

市民農園



　
４
月
１
日
、
次
の
２
名
が
行
政
相

談
委
員
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。

▼
行
政
相
談
委
員
（
順
不
同
敬
称
略
）

・
金
子
タ
カ
子

（
大
磯
２
１
５
１
―
３
）

　
　（
61
）３
３
２
０

・
湯
口
敏
昭

（
国
府
新
宿
７
６
７
）

　
　（
71
）０
８
８
６

　
金
子
さ
ん
は
新
た
に
、
湯
口
さ
ん

は
引
き
続
き
委
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
、
社
会
福
祉
、
医
療

保
険
、
年
金
、
国
道
、
労
働
基
準
、

雇
用
保
険
、
郵
便
な
ど
国
の
行
政
機

関
等
の
業
務
に
関
す
る
苦
情
に
つ
い

て
、
相
談
者
に
必
要
な
助
言
を
し
、

関
係
機
関
に
そ
の
苦
情
を
通
知
す
る

な
ど
そ
の
解
決
の
促
進
を
手
伝
い
ま

す
。
　
な
お
、
前
任
の
内
田
も
と
子
さ
ん

は
、
14
年
間
に
わ
た
り
相
談
員
と
し

て
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
月
の
行
政
相
談
は
、
19
ペ
ー
ジ

の
「
相
談
の
ご
案
内
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
３
７

　
計
量
法
に
基
づ
き
、
商
取
引
や
証

明
に
使
用
す
る
計
量
器
の
検
査
が
（
社
）

神
奈
川
県
計
量
協
会
に
よ
り
、
５
月

９
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
の
間
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
従
来
は
、
町
が
指
定
し
た
日
時
・

場
所
（
役
場
本
庁
舎
・
国
府
支
所
）

に
所
有
者
が
計
量
器
を
持
ち
込
み
、

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
県
が
巡
回
し
て
検
査
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
商
店
・
病
院
等
で
使
用
の
は
か
り

で
、
定
期
検
査
を
受
検
さ
れ
た
こ
と

の
無
い
方
は
、
担
当
課
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
巡
回
検
査
対
象
と
な
る
商

店
等
に
は
、
県
計
量
協
会
か
ら
事
前

に
通
知
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

　
広
報
カ
メ
ラ
マ
ン
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
４
人
に
カ
メ
ラ
マ
ン
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
の
行
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
撮
影
姿
を
見
か
け
る
と
思
い
ま
す
。

　
撮
影
し
た
写
真
は
広
報
で
紹
介
し

ま
す
。

　
写
真
左
か
ら
、
吉
村
さ
ん
、
千
葉

さ
ん
、
近
藤
さ
ん
、
横
山
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

　
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
全
体
構
想
原
案
・
地

域
別
構
想
素
案
の
意
見
募
集
を
行
い
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
結
果
を
ま
と
め

公
表
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
１
階
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

国
府
支
所
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
又
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
　
内
線
２
４
３

15

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

意
見
募
集
結
果
の
公
表
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今
年
は
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査

の
年
で
す
（
10
月
１
日
基
準
日
）
。

　
町
で
は
、
調
査
に
従
事
し
て
い
た

だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
仕
事
内
容
・
応
募
資
格
等
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
本
庁
舎
・
国

府
支
所
・
図
書
館
各
ロ
ビ
ー
で
配
布

し
て
い
る
募
集
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
任
命
期
間
　
８
月
20
日
〜
10
月
19

日
（
非
常
勤
国
家
公
務
員
）

▼
募
集
人
数
　
170
名

▼
報
酬
　
１
調
査
地
区
（
50
世
帯
程

度
）あ
た
り
４
５

０
０
０
円
程
度

▼
応
募
方
法
　
登
録
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
企
画
室
へ
持
参
く
だ
さ
い
。

※
登
録
用
紙
は
募
集
チ
ラ
シ
の
裏
面

を
兼
ね
て
お
り
、
ま
た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

歯の衛生週間に　
歯
の
健
康
づ
く
り
を
考
え
る
機
会

と
し
て
、
町
歯
科
医
師
会
と
町
の
共

催
に
よ
り
、
『
健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ

ア
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
炎･

歯
石
の
有
無
・

噛
み
合
わ
せ
や
磨
き
方
な
ど
、
あ
な

た
の
歯
の
状
態
を
確
か
め
て
、
幼
児

期
か
ら
の
虫
歯
予
防
、
大
人
の
歯
周

炎
悪
化
防
止
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
な
歯
づ
く
り
を
心
が
け
て
、

60
歳
で
24
本
、
80
歳
で
20
本
自
分
の

歯
が
あ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
６
月
４
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
対
象
者
　
ど
な
た
で
も

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
料
　
金
　
無
料

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
８

けんこう
は

▲昨年の歯づくりフェア▲昨年の歯づくりフェア▲昨年の歯づくりフェア

にこにこくらぶ

ふれあい交流会参加者の募集
認知症(老人性痴呆疾患)相談

障害者施設ボランティア募集

食事からの健康づくり相談 郷土資料館講座「草と木の調査」
5期メンバー募集

,
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第14回　町民春季男子ソフトボール大会

Ｂウェーブ

こころの健康相談

文化祭参加団体募集

防火管理者資格取得講習会

『家庭介護教室』

大磯混声合唱団
第20回定期演奏会

町民ヨットスクール
開催と部員募集



転倒予防教室参加者募集

18

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
　診療時間厳守　・午前９時～１２時
　　　　　　　　・午後２時～５時

5月の日程表 休日急患診療　在宅当番医
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地

大磯町東小磯10－1
電　話

1 日 森田内科医院 内・呼・消・循・小 61－8887
二宮町二宮1048－23 火 横山医院 小・循・内 72－2580
大磯町大磯9304 水 山田医院 内 61－1625
二宮町二宮8215 木 さだもとクリニック 内・消・リウ・アレルギー・小 72－5737
二宮町百合が丘1－1－18 日 井上整形外科 整・リハ・リウマチ 72－4114
二宮町二宮884－115 日 こうの内科・循環器科クリニック 内・呼・消・循・心 72－6701
大磯町国府新宿40222 日 簑島医院 外・内・消・整 71－0184
大磯町大磯156229 日 脇医院 内・消・小・外 61－0829

火事と救急
3月の出動状況

消防車…27件（火災出勤0、救助出勤0、警戒出動0、その他出動27）
救急車…151件（急病95、交通事故22、一般負傷20、その他14）

虎御石まつりと虎御前（曽我物語）の
史跡を訪ねて
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会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談 物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１９日（木）
１３時～１６時

１２日（木）１９日（木）
１３時～１６時

毎週月曜日～金曜日
９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除
きます。）

１７日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
ＪＡビルかながわ２階
（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

福祉センター
「さざれ石」

相談のご案内［5月］

気象情報
3月

最高気温　18.2度　　最低気温　－0.3度　　平均気温　8.9度
総雨量　75.0mm

骨太体操講習会

月

5月

日（曜日） 時　　間 場　　　所

 9 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

10日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

13日（金） 13：30～15：00 国府支所

16日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

24日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

お詫びと訂正

地区名 店　舗　名 電話番号

国府
新宿 杉山酒店 ７１-０２１１ ○ ○

ゴミ袋
取扱店

粗　大
シール券

回収拠点
ペット トレー

湘南ベルマーレ
ホームゲーム 5月4日（水） 湘南 VS 草津

湘南 VS 徳島

湘南 VS 札幌

5月14日（土）

5月21日（土）

平塚競技場
14：00～

平塚競技場
14：00～

平塚競技場
14：00～
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カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

人口 32,549（＋43）　男 15,869（＋5）　女 16,680（＋38）
世帯 11,795（＋25）　（　）は前月比

町の人口と世帯
４月１日現在

（
評
）下
句
が
事
態
が
切
迫
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
苦
し
い
息

遣
い
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。そ

ん
な
状
態
で
父
上
は
久
し
く
連
れ
添

っ
た
母
上
の
身
を
案
じ
ま
す
。作
者
は

父
の
愛
の
深
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。

夫
婦
の
愛
、娘
の
父
へ
の
愛
。
極
限
状

態
で
輝
い
た
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏

　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

今
月
の
短
歌

ふるおや　　りほ

　　　　　　れいた

20

●西行祭
　（3月27日）

●大磯小学校入学式
　（4月5日）

●松並木に咲く
　水仙（4月3日）

俳句大会の受付に
並ぶ列。

たくさんお友達をつくり、
勉強頑張ってネ。

緑の松と黄色の水
仙のコントラスト
が美しい

●神揃山の桜（4月9日）

見事に満開！！

▲鷺の舞

座問答


